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岡
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大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
十
二
月
十
日
、
兵
庫
県
多
可
郡
加

美
町
に
生
ま
れ
、
実
家
は
農
業
と
建
築
板
金
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
学
校
を
十
六
歳
で
卒
業
し
、
板
金
技
術
は
実
家
で
修
業
す

る
の
で
は
な
く
、「
他
の
飯
を
食
べ
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」
と
い

う
父
の
方
針
で
、
い
わ
ゆ
る
「
年
期
奉
公
」
と
し
て
広
島
の
愛

宕
町
の
親
方
の
所
で
修
業
を
し
ま
し
た
。
そ
の
期
間
は
六
年
程

で
、
軍
隊
に
行
く
ま
で
広
島
に
い
た
わ
け
で
す
。
こ
の
板
金
の

技
術
が
入
隊
後
、
航
空
機
の
修
理
に
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
の

で
し
た
。

軍
隊
へ
は
、
友
人
達
が
陸
軍
に
入
営
す
る
者
が
多
い
の
に
、

私
だ
け
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
十
日
、
海
軍
の
大

竹
海
兵
団
に
入
団
し
、
三
月
十
日
、
二
等
整
備
兵
と
な
り
（
技

術
が
認
め
ら
れ
た
の
か
）

、
呉
海
軍
航
空
隊
、
最
新
鋭
の
巡
洋

艦
「
最
上
」
に
乗
り
組
み
ま
し
た
。

「
最
上
」
は
、
四
月
二
十
二
日
、
呉
軍
港
に
入
り
、
五
月
二

十
二
日
、
広
島
湾
碇
泊
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
達
新
兵
は
、

明
日
の
こ
と
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
「
最
上
」
乗
組
み
と
い
う
こ

と
で
緊
張
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
現
に
大
東
亜
戦
は
開
戦

半
年
足
ら
ず
で
す
。
ハ
ワ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
米
、
英
の

艦
隊
に
大
勝
し
た
後
の
こ
と
で
す
か
ら
、
我
々
の
心
の
底
に
も

「
不
敗
」「
大
勝
」
と
い
う
、
期
待
と
躍
動
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
た
だ
た
だ
夢
中
と
い
う
の
が
本
当
で
あ
っ
た
か
も
し
れ



ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
は
、
ご
承
知
の
よ
う
な
大
敗

戦
で
あ
っ
た
の
で
す
。
戦
況
等
は
、
我
々
兵
隊
に
は
全
々
分
か

ら
ず
、
我
が
「
最
上
」
艦
は
、
僚
艦
「
三
隅
」
と
激
突
、
艦
首

を
失
い
、
爆
撃
を
受
け
、
戦
闘
不
能
と
な
り
ま
し
た
。
米
艦
隊

は
日
本
海
軍
の
暗
号
を
解
読
し
て
い
て
、
我
が
艦
隊
が
集
ま
っ

た
所
を
爆
撃
し
た
と
い
う
こ
と
を
後
に
な
っ
て
聞
い
た
の
で

す
。私

は
乗
艦
し
て
い
ま
し
た
が
、「
最
上
」
艦
は
戦
闘
不
能
と

な
っ
た
も
の
の
、
沈
ま
ず
に
ト
ラ
ッ
ク
島
ま
で
曳
航
さ
れ
て
行

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
呉
の
ド
ッ
ク
ま
で
帰
投
に
成
功
し
、
私

は
下
艦
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

あ
の
時
、
私
の
目
の
前
の
上
甲
板
で
、
飛
行
機
を
整
備
し
て

い
た
戦
友
等
が
、
敵
の
機
銃
掃
射
を
受
け
て
五
、
六
人
が
戦
死

し
ま
し
た
。
私
は
、
非
番
で
甲
板
の
下
に
い
ま
し
た
の
で
助
か

り
ま
し
た
。

戦
死
者
の
死
体
は
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
包
ん
で
水
葬
を
し
ま
し

た
。
機
銃
掃
射
で
死
ん
だ
者
と
、
航
行
不
能
時
、
至
近
弾
で
燃

料
タ
ン
ク
に
穴
が
あ
き
（
上
甲
板
の
下
が
航
空
燃
料
タ
ン
ク
）

そ
の
た
め
戦
死
し
た
者
も
共
に
水
葬
し
た
の
で
す
。
も
し
、
上

甲
板
を
貫
通
し
、
満
タ
ン
の
燃
料
タ
ン
ク
に
爆
弾
が
落
ち
た
ら

「
最
上
」
は
轟
沈
し
た
で
し
ょ
う
が
、
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
り

ま
し
た
。

初
陣
の
私
は
運
が
良
か
っ
た
。
私
は
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
逃
げ
て

帰
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。
ラ
バ
ウ
ル
や
、
ト
ラ
ッ
ク
群
島
で
も

多
く
の
人
が
玉
砕
し
て
い
る
。
作
戦
が
終
了
し
、
呉
軍
港
ま
で

帰
着
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
サ
イ
パ
ン
も
玉
砕
し
ま
し
た
。

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
戦
の
後
、
引
き
揚
げ
た
三
カ
所
が
、
皆
玉
砕

し
た
の
だ
か
ら
、
私
は
運
が
良
か
っ
た
わ
け
で
す
。
多
く
の
戦

友
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
に
、
強
運
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

私
達
は
、
基
地
隊
の
航
空
整
備
兵
で
は
な
く
、
飛
行
機
そ
の

も
の
に
つ
い
て
回
る
の
で
あ
り
ま
す
。
艦
上
攻
撃
機
の
整
備
を

す
る
の
が
任
務
で
あ
る
か
ら
で
す
。
私
は
「
最
上
」
の
時
は
、

八
機
を
受
け
持
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。
艦
上
攻
撃
機
の
搭
乗
者

は
三
人
で
、
操
縦
・
偵
察
と
爆
弾
を
準
備
す
る
者
で
す
。
従
っ

て
、
機
体
は
戦
闘
機
よ
り
大
き
い
。
人
員
の
他
に
爆
弾
や
魚
雷

を
積
む
の
で
す
。



航
空
巡
洋
艦
は
魚
雷
を
発
射
す
る
の
で
す
が
、
敵
の
姿
が
見

え
る
ま
で
近
付
い
て
発
射
す
る
。
航
空
機
は
最
後
の
時
期
に
な

る
と
特
攻
―
特
別
攻
撃
隊
で
、
飛
行
機
そ
の
も
の
で
、
敵
艦
に

体
当
た
り
す
る
。
終
戦
近
く
に
な
っ
て
か
ら
は
、
弾
も
不
足
し

て
き
て
、
座
席
か
ら
引
金
を
引
い
て
体
ご
と
艦
に
当
た
る
。
敵

艦
に
自
爆
す
る
の
で
す
。

我
々
整
備
員
は
手
を
振
っ
て
見
送
る
が
、
操
縦
士
は
我
々
に

帰
れ
と
合
図
を
す
る
。「
自
分
は
特
攻
隊
だ
か
ら
覚
悟
し
て
い

る
か
ら
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

飛
行
機
整
備
の
時
、
引
金
―
座
席
か
ら
投
下
す
る
装
置
を

我
々
が
外
す
の
で
す
。
特
攻
の
若
い
人
は
、
そ
の
ま
ま
敵
艦
に

突
っ
込
ん
で
死
ぬ
の
を
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。

青
年
将
校
等
、
若
い
の
が
（
大
学
出
の
若
い
者
が
）
特
攻
に

出
て
い
き
ま
す
。
佐
伯
航
空
隊
か
ら
も
特
攻
が
出
ま
し
た
。
生

き
て
帰
ら
ぬ
つ
も
り
で
の
出
撃
で
し
た
。
敵
も
、
高
射
砲
や
機

関
砲
な
ど
で
射
ち
、
特
攻
機
で
落
さ
れ
た
も
の
も
随
分
あ
り
ま

し
た
。
我
々
は
、
装
置
を
外
し
て
、
自
爆
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
だ
か
ら
、
自
分
自
身
で
随
分
悩
み
ま
し
た
。

特
攻
機
の
操
縦
士
と
話
を
す
る
。
我
々
に
は
責
任
が
あ
る
か

ら
、
三
十
分
程
試
験
的
に
飛
ば
す
の
だ
が
、
そ
の
時
、
整
備
兵

が
一
人
乗
っ
て
試
験
を
し
て
、
航
空
隊
に
渡
す
の
で
あ
り
ま

す
。飛

行
士
は
、
死
ん
で
も
「
名
誉
の
戦
死
」
の
時
代
で
あ
り
ま

す
。
仲
間
の
整
備
兵
と
も
話
を
し
合
っ
た
が
、
彼
ら
は
「
も

う
、
二
度
と
飛
行
機
に
乗
れ
ん
」
と
の
覚
悟
で
あ
り
ま
し
た
。

特
攻
機
に
乗
っ
た
ら
、
二
度
と
帰
ら
れ
ぬ
。
涙
も
流
さ
ず
、
彼

ら
は
出
撃
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
江
田
島
の
学
校
を
出
た
ら
将

校
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
イ
ン

テ
リ
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

我
々
は
、
若
い
特
攻
将
校
よ
り
古
い
兵
隊
だ
が
、
特
攻
は
若

く
て
も
将
校
だ
か
ら
上
官
で
あ
る
。
将
校
は
任
務
を
持
ち
、
プ

ラ
イ
ド
が
あ
っ
た
か
ら
、
親
・
兄
弟
と
は
一
生
の
別
れ
と
な
る

の
に
、
涙
も
流
さ
な
い
で
死
ん
で
い
っ
た
。
我
々
整
備
兵
は
、

彼
ら
の
心
情
を
思
う
と
胸
が
痛
く
な
り
、
悩
ん
だ
も
の
で
し

た
。何

度
も
く
ど
く
ど
言
い
ま
し
た
が
、
立
場
を
代
え
て
考
え
て

み
れ
ば
分
か
る
で
し
ょ
う
。
国
の
為
と
は
い
い
な
が
ら
覚
悟
を



決
め
、
決
心
を
し
て
自
分
の
体
（
機
体
と
一
体
と
な
っ
て
）

で
、
敵
艦
を
沈
め
る
。
そ
の
人
達
は
故
郷
に
親
も
兄
弟
も
、
結

婚
を
約
束
し
た
女
性
も
い
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
人
達
の
目
的
、

搭
乗
機
を
、
途
中
事
故
な
く
（
途
中
故
障
や
敵
に
撃
墜
さ
れ
ぬ

よ
う
）
敵
艦
・
船
に
体
当
た
り
を
さ
れ
る
た
め
に
整
備
す
る
の

が
、
我
々
航
空
整
備
兵
の
任
務
だ
か
ら
特
攻
機
を
送
り
出
す

我
々
整
備
兵
も
辛
か
っ
た
の
で
す
。

こ
の
特
攻
基
地
の
佐
伯
航
空
隊
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
次
の
勤
務
、
美
保
航
隊
（
鳥
取
県
）
は
対
ソ
航
空
隊
で
し

た
の
で
、
相
当
優
秀
な
戦
闘
機
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
私
は
、
相
模
航
空
整
備
学
校
に
練
習
兵

と
し
て
入
校
し
、
三
カ
月
間
修
業
し
、
昭
和
十
九
年
六
月
姫
路

航
空
隊
勤
務
、
続
い
て
美
保
航
空
隊
に
戻
り
、
二
等
整
備
兵
曹

に
任
官
し
、
一
つ
の
飛
行
機
の
責
任
者
と
な
り
ま
し
た
。

美
保
航
か
ら
も
特
攻
機
は
出
ま
し
た
が
、
飛
行
機
も
戦
闘
に

従
事
し
た
ら
消
耗
品
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
終
戦
に
近
付
く
に

従
っ
て
、
飛
行
機
も
充
分
補
充
が
で
き
な
く
な
っ
て
来
た
よ
う

で
し
た
。

整
備
隊
に
は
、
八
十
人
程
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
数
班
に

分
か
れ
、
下
士
官
何
人
、
兵
何
人
と
な
り
、
二
等
整
備
兵
曹
と

な
っ
た
私
も
、
一
機
の
飛
行
機
の
責
任
者
と
な
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
飛
行
機
を
責
任
を
も
っ
て
預
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
搭

乗
者
の
命
を
預
か
る
の
で
す
。
人
の
命
と
、
高
価
な
・
貴
重
な

飛
行
機
を
あ
ず
か
る
の
だ
か
ら
、
大
変
と
い
う
か
、
責
任
が
重

い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

十
二
月
十
五
日
、
終
戦
の
時
は
連
合
軍
は
内
地
上
陸
・
占
領

に
際
し
、
一
番
気
に
し
て
い
た
の
は
特
攻
航
空
隊
で
あ
り
ま
し

た
。
従
っ
て
、
連
合
軍
は
内
地
特
攻
隊
を
解
散
、
隊
員
を
帰
郷

さ
せ
る
よ
う
我
が
国
に
対
し
要
求
と
い
う
よ
り
、
占
領
軍
の
絶

対
的
な
命
令
を
出
し
た
と
い
い
ま
す
。

我
が
航
空
隊
は
幹
部
将
校
も
、
戦
闘
部
隊
の
将
校
や
、
下
士

官
・
兵
も
、
皆
バ
ラ
バ
ラ
の
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
早
く
帰

還
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
し
か
し
、
残
務
整
理
も
あ
る
し
、

で
あ
り
ま
す
。

飛
行
機
や
兵
器
は
占
領
軍
が
押
さ
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

は
帰
郷
後
、
戻
る
よ
う
呼
び
出
さ
れ
、
十
日
程
、
残
務
整
理
を



し
ま
し
た
。
帰
っ
た
後
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

連
合
軍
も
「
零
戦
」
な
ど
が
欲
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

私
が
家
に
帰
っ
た
の
は
九
月
二
十
日
で
し
た
か
ら
、
終
戦

後
、
一
カ
月
以
上
経
っ
て
か
ら
で
し
た
。
家
の
方
で
は
「
よ
う

帰
っ
て
来
た
」
と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
同
じ
町
で
は
戦
死

し
た
人
も
い
る
の
で
す
か
ら
、
喜
ん
だ
の
は
当
然
。
お
陰
で
今

も
、
親
譲
り
の
家
業
、
板
金
工
業
も
農
業
も
や
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
は
、
子
供
が
怪
我
を
し
た
の
で
、
甥
が
後
を
継
い
で
い
ま

す
。戦

後
五
十
何
年
と
な
り
ま
す
が
、
今
で
も
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

戦
以
後
の
戦
い
で
、
生
き
て
還
れ
た
こ
と
の
幸
せ
を
思
う
と
同

時
に
、
戦
死
し
た
戦
友
や
、
若
く
し
て
、
自
ら
の
命
を
犠
牲
に

し
て
、
国
の
為
、
家
郷
土
の
為
、
家
族
の
為
と
、
戦
死
し
て

い
っ
た
特
別
攻
撃
隊
の
人
の
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
。

【
解

説
】

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
最
上
特
攻
整
備

巡
洋
艦
「
最
上
」
は
、
少
年
時
代
愛
読
し
て
い
た
『
少
年
倶

楽
部
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
あ
こ
が
れ
の
新
鋭
軍
艦
に
乗
り
組
ん

だ
聴
取
者
は
、
恐
ら
く
誇
ら
し
い
思
い
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。昭

和
十
七
年
五
月
二
十
七
日
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戦
に
向
か

う
機
動
部
隊
が
、
基
地
「
柱
島
」
を
出
撃
し
た
が
、
日
本
艦
隊

の
編
成
は
次
で
あ
っ
た
。

機
動
部
隊
（
南
雲
忠
一
中
将
）

第
一
航
空
戦
隊
（
赤
城
、
加
賀
）
第
二
航
戦
（
飛
龍
、
蒼

龍
）
第
三
戦
隊
（
霧
島
、
榛
名
）
第
八
（
利
根
、
筑
摩
）

第
十
（
長
良
、1

0

駆
逐
隊
…
秋
雲
、
夕
雲
、
巻
雲
、
風
雲
、

17

駆
逐
隊
…
谷
風
、
浦
風
、
浜
風
、
磯
風
）

４
駆
逐
隊
（
萩
風
、
舞
風
、
野
分
、
嵐
）

、
油
送
船
八
隻
。

攻
略
部
隊
（
近
藤
信
竹
中
将
）

第
４
戦
隊
（
愛
宕
、
鳥
海
）

、
５
戦
隊（
羽
黒
、
妙
高
）

、

３
戦
隊
（
金
剛
、
比
叡
）

、
７
戦
隊（
最
上
、
三
隈
、
鈴
谷
、

熊
野
）

、
２
水
雷
戦
隊（
神
通
）

、

15

駆
逐
隊
（
黒
潮
、
早

潮
）

、

16

駆
逐
隊
（
初
風
、
雪
風
、
天
津
風
、
時
津
風
）

、

18

駆
逐
隊
（
霞
、
霞
、
陽
炎
、
不
知
火
）

、
４
水
戦（
由
良
、



９
駆
逐
隊
…
朝
雲
、
夏
雲
、
峯
雲
）

、

２
駆
逐
隊
（
村
雨
、
夕
立
、
春
雨
、
五
月
雨
）

、
空
母
瑞
鳳
、

11
航
戦
（
水
上
機
母
艦
千
歳
、
特
設
水
上
機
母
艦
神
川
丸
）

、

朝
潮
、
荒
潮
、
三
日
月
、
■
戒
艇
四
隻
、
特
設
掃
海
艇
四

隻
、
特
務
艦
明
石
、
佐
多
、
鶴
見
、
輸
送
船
一
八
隻
、
油

槽
船
二
隻
、
特
別
陸
戦
隊
、
陸
軍
一
支
隊
、1

1

、12

設
営

隊
、

４
測
量
隊
。

主
力
部
隊
（
山
本
五
十
六
大
将
）

第
１
戦
隊
（
大
和
、
陸
奥
、
長
門
）

第
２
戦
隊
（
伊
勢
、
日
向
、
山
城
、
扶
桑
）

第
９
戦
隊
（
北
上
、
大
井
）

３
水
戦
（
川
内
、11

駆
逐
隊
…
吹
雪
、
白
雪
、
初
雪
、
叢

雲
、19

駆
逐
隊
…
磯
波
、
浦
波
、
敷
波
、
綾
波
、

24

駆
逐
隊
…
海
風
、
江
風
、27

駆
逐
隊
…
夕
暮
、
白
露
、

時
雨
、20

駆
逐
隊
…
天
霧
、
朝
霧
、
夕
霧
、
白
雲
）

空
母
鳳
翔
、
水
上
機
母
艦
千
代
田
、
日
進
、
駆
逐
艦
…
山

風
、
夕
風
、
有
明
、
特
務
鳴
戸
、
油
槽
船
三
隻
。

先
遣
部
隊
（
潜
水
艦
部
隊
　
小
松
輝
久
中
将
）

３
潜
戦
（11

潜
水
隊
伊175

、
伊174

、12

潜
水
隊
伊168

、
伊

169

、
伊171

）

５
潜
戦
（19

潜
水
隊
伊156

、
伊157

、
伊158

、
伊159

、30

潜
水

隊
伊162

、
伊164

、
伊165

、
伊166

、13

潜
水
隊
伊21

、
伊

22

、
伊23

）

米
艦
隊
の
参
加
兵
力

第17

機
動
部
隊
（
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
少
将
）

空
母
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
、
重
巡
２
隻
、
駆
逐
艦
６
隻

第16

機
動
部
隊
（
ス
プ
ル
ア
ン
ス
少
将
）

空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
ホ
ー
ネ
ッ
ト
、
重
巡
６
隻
、

軽
巡
　
１
隻
、
駆
逐
艦
　11

隻
、
給
油
艦
２
隻
、

潜
水
艦
　20

隻

日
本
軍
の
目
的
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
と
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン

攻
略
で
あ
っ
た
た
め
、
動
員
さ
れ
た
艦
船
は
三
五
〇
隻
、
飛
行

機
一
、
〇
〇
〇
機
、
将
兵
一
〇
万
人
を
越
え
る
と
い
う
、
日
本

海
軍
史
上
空
前
絶
後
の
大
出
撃
で
あ
っ
た
。



ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
作
戦
は
、
六
月
七
日
、
キ
ス
カ
、
ア
ッ
ツ

島
に
上
陸
成
功
し
た
。

し
か
し
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
で
は
、
機
動
部
隊
が
攻
撃
し
た

が
、「
第
二
次
攻
撃
の
要
あ
り
」
と
の
報
告
に
よ
り
、
敵
機
動

部
隊
の
来
襲
に
備
え
て
、
各
空
母
上
で
は
再
度
兵
装
を
転
換

中
、
米
空
母
機
の
急
降
下
爆
撃
機
に
奇
襲
を
う
け
て
、
赤
城
、

加
賀
、
蒼
龍
も
、
空
母
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
に
損
傷
を
あ
た
え
た

が
、
被
弾
に
よ
り
火
災
を
起
し
、
日
本
海
軍
の
主
力
四
隻
を

失
っ
た
。

「
最
上
」
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
西
方
で
僚
艦
三
隈
と
衝
突
、

艦
首
を
損
傷
し
、
三
隈
は
翌
六
月
七
日
に
敵
艦
載
機
の
攻
撃
を

受
け
沈
没
し
た
。

軍
艦
「
最
上
」
の
艦
歴

最
上
は
二
代
目
で
あ
る
が
、

昭
和
六
年
十
月
二
十
七
日
　
呉
工
■
で
起
工

九
年
三
月
十
七
日
　
進
水

十
年
七
月
二
十
八
日
　
竣
工
、
二
等
巡
洋
艦
に
類
別

十
年
七
月
十
三
日
性
能
改
善
工
事

十
四
年
二
月
～
十
五
年
四
月
十
二
日

呉
工
■
で
主
砲
換
装
実
施

十
六
年
、
支
那
事
変
。
対
仏
印
威
力
顕
示
作
戦
、
南
部
仏
印

進
駐
作
戦
に
参
加
。

十
六
年
～
十
九
年
、
第
二
次
大
戦
。
マ
レ
ー
進
攻
作
戦
（
昭

和
一
六
）

、
東
印
度
諸
島
攻
略
作
戦
、
ビ
ル
マ
作
戦
、
バ

タ
ビ
ア
沖
海
戦
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
作
戦
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作

戦
（
昭
和
一
七
）
中
部
太
平
洋
輸
送
作
戦
、
マ
リ
ア
ナ
沖

海
戦
、
比
島
沖
海
戦
（
昭
和
一
九
）
等
に
参
加
。

十
七
年
六
月
五
日
～
七
日
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戦
中
、
三
隈

と
衝
突
、
さ
ら
に
米
空
母
機
の
爆
撃
を
受
け
大
破
。

十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
～
十
八
年
四
月
三
十
日
、
損
傷
復

旧
期
間
を
利
用
し
佐
世
保
工
■
で
航
空
巡
洋
艦
に
改
造
。

十
八
年
十
一
月
五
日
、
ラ
バ
ウ
ル
で
米
空
母
機
の
爆
撃
を
受

け
損
傷
。

十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
～
十
九
年
二
月
十
七
日
、
呉
工
■

で
修
理
。

十
九
年
十
月
二
十
五
日
、
比
島
沖
海
戦
時
、
ス
リ
ガ
オ
海
峡

で
米
水
上
部
隊
と
交
戦
中
、
那
智
（
一
等
巡
洋
艦
）
と
衝



突
、
さ
ら
に
米
空
母
機
の
爆
撃
に
よ
り
航
行
不
能
と
な
り

ミ
ン
ダ
ナ
オ
海
カ
ミ
ン
グ
イ
ン
島
付
近
で
雷
撃
処
分
。

十
九
年
十
二
月
二
十
日
　
除
籍

佐
世
保
鎮
守
府

第
五
特
別
陸
戦
隊
　 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
記
　 

高
知
県
　
岡
田
浩
揮
　 

私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
八
月
十
三
日
、
高
知
県
吾
川

郡
吾
北
村
小
川
（
旧
小
川
村
）
で
生
ま
れ
た
が
、
今
の
若
い
人

達
の
よ
う
な
幸
福
な
時
代
か
ら
み
れ
ば
、
想
像
の
つ
か
ぬ
よ
う

な
苦
し
い
日
々
で
あ
っ
た
。
当
時
の
軍
隊
は
、
今
の
自
衛
隊
の

よ
う
な
、
何
年
も
ほ
と
ん
ど
自
分
の
意
志
が
尊
重
さ
れ
る
時
代

と
は
違
い
、
国
民
皆
兵
の
時
代
で
、
満
二
十
歳
に
な
れ
ば
徴
兵

検
査
を
受
け
、
軍
隊
に
入
る
こ
と
が
義
務
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
ど
も
は
、
生
ま
れ
落
ち
る
と
同
時
に
そ
の
よ
う

な
状
態
に
慣
ら
さ
れ
る
教
育
を
受
け
て
い
た
の
で
、
当
時
と
し

て
は
苦
し
い
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
日
本
国
の

た
め
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
か
ら
進
ん
で
、
志
願
し
て
軍
隊
に

入
っ
た
人
々
も
た
く
さ
ん
い
た
。

我
々
海
軍
陸
戦
隊
員
は
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
五
月

末
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
ラ
バ
ウ
ル
か
ら
前
進
命
令
を
受
け
出

港
し
て
一
週
間
、「
イ
号
第
三
八
潜
水
艦
」
の
陸
戦
隊
員
室
に

い
た
。
艦
は
上
空
の
敵
偵
察
機
に
航
跡
を
発
見
さ
れ
た
た
め
、

潜
望
鏡
で
厳
重
に
監
視
を
続
け
な
が
ら
潜
航
し
て
進
む
の
で
、

上
下
左
右
か
ら
水
圧
を
受
け
、
微
動
だ
に
し
な
い
が
、
船
内
は

ま
さ
に
蒸
し
風
呂
同
然
で
あ
る
。
僅
か
に
太
陽
灯
と
呼
ば
れ
る

白
色
光
の
下
で
、
乗
務
員
は
皆
褌
一
本
で
狭
い
艦
内
で
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
を
守
っ
て
い
る
。

便
乗
の
我
々
陸
戦
隊
員
は
、
眠
る
以
外
は
仕
事
が
な
い
。
額

や
首
筋
か
ら
、
玉
の
よ
う
な
汗
を
流
し
な
が
ら
、
う
な
さ
れ
る

毎
日
が
続
い
て
い
た
。

突
然
「
総
員
起
こ
し
！
　
陸
戦
隊
員
は
直
ち
に
上
陸
の
準
備

せ
よ
！
」
伝
声
管
か
ら
け
た
た
ま
し
い
起
床
の
声
が
流
れ
る
。

「
い
よ
い
よ
来
た
！
　
我
々
の
決
戦
場
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
！
」

。

心
の
底
か
ら
こ
み
上
げ
て
く
る
勇
気
と
、
激
し
い
緊
張
の
中
で




